[bookmark: _GoBack]New SEEK 講演会と懇談会
日時；1月14日（土）17:00～18:30
場所；三田キャンパス南校舎４階４４３教室

スピーチ；久　野　明　子　（くのあきこ）君　　　　
　　　　　IIR 8期/　現KSP OBOG会代表幹事、　一般社団法人日米協会副会長、
テーマ；「日本初の女子留学生大山捨松―明治の先人から学ぶこと」
　　　　　
昨今の若者は「内向き志向」といわれ、世界に羽ばたこうとするチャレンジ精神に欠け、海外に留学する学生の数が最近では著しく減少しています。　今から約１４０年前、わずか１１歳で明治政府の　　命を受けてアメリカに１０年間も留学した女性がいました。いったい何のための留学だったのか、　　　アメリカで何を学んだのか、帰国後の彼女を待っていた日本の社会は？　現代の日本人は彼女から何を学ぶべきか？曽孫にあたる久野明子さんが当時の貴重な写真を紹介しながら、日本初の女子留学生　　大山捨松の隠された秘話について語って戴きます。


久野　明子　君　プロフィール　（略歴）
１９６４年慶応義塾大学文学部西洋史学科卒業。
在学中、慶応・スタンフォード大学夏期交換留学生として渡米。プログラム終了後、引き続きミシガン州の　ホープカレッジ及びミシガン大学で学ぶ。
慶応大学卒業後、東京オリンピック組織委員会・アメリカ合衆国オハイオ州政府東京事務所などに勤務、　結婚のため退職し夫の勤務地パリに２年間滞在。
帰国後、国際民間ボランティア団体のＣＷＡＪ（カレッジ・ウィーメンズ・アソシエーション・オブ・ジャパン）に　入会し、日本人および外国人女子留学生に奨学金を支給するための活動を行う。１９８５年に会長に　　　就任する。
１９８２年、明治4年に明治政府派遣の岩倉使節団と共に渡米した日本初の女子留学生で曾祖母にあたる大山捨松の足跡を辿りアメリカ各地を訪れ調査を行う。１９８９年に「鹿鳴館の貴婦人大山捨松」を上梓、　　中央公論社より出版。
１９９４年より社団法人日米協会専務理事に就任。　２０１２年より副会長に就任し、現在に至る。

著書・訳書
　　　　「鹿鳴館の貴婦人大山捨松　―　日本初の女子留学生」
　　　　　　　　　　１９８９年１２月　中央公論社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　「華族女学校教師のみた明治日本の内側」
　　　　　　　　　　アリス・ベーコン著　　久野明子訳
　　　　　　　　　　１９９４年５月　　中央公論社
「昭和天皇最後の御学友―ある華族の一世紀」
２０００年２月　　中央公論新社
・SEEK の後、学生新役員とOBOGとの顔合わせ懇親会を行います。
時間；19:00～21：00　場所；　腹黒屋（居酒屋・博多郷土料理）・田町店
JR田町駅/三田駅より１分、　℡　050-5890-1576
https://s.tabelog.com/tokyo/A1314/A131402/13107946/

懇親会参加費；　ＯＢＯＧ　６０００円、　現役学生・役員（部員）２０００円
懇親会は申込制ですので下記メールアドレスへ
必ずご連絡下さい。（申込締切１月11日）

この件の、お申込・お問い合わせは　岩田へお願い致します。
h-k-iwata@nifty.com  


